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図 1 は， 1909年(明治42年)当時の福井市の様子を示す地形図である。当時の行政域は， 1889年(明
治22年)市制施行時と同じである。 1916年(明治29年)に北陸線が開通し福井駅も開業したが，駅前ひやっけんぽりには旧福井城城郭の南東辺を限る百間堀が残きれており，発展が阻害されていた。県庁は現在の西武
百貨店の西側付近に，市役所は現在の桜橋のたもとにあった。桜橋から北上する道路は外壕に沿った







局および各種の金融機関を有する公官庁地区となった。 1927年(昭和 2 年)に行われた百間堀の埋め
立も，官庁の集中を促進した。
大正から昭和初期にかけては交通網の発達がめざましかった時期でもある。 1918年(大正 7 年)に
あわら越前電気鉄道の新福井 大野聞が開通， 1929年(昭和 4 年)には三国芦原電鉄の福井口一三国聞が開
通，同年 9 月，両線は福井駅に乗り入れた。さらに1925年(大正14年) ，福武電気鉄道の福井ニ新一武生
聞が開通し， 1933年(昭和 8 年)には福井駅前まで延長した。なお， 北陸線の支線越美北線は，第二
かどはら次世界大戦中，建設工事が中断したが，戦後再聞きれ， 1960年(昭和35年)に福井一勝原， 1972年(昭
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図 2 平成 2 年修正の 5 万分の|地形図「福井J (国土地理院)
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和47年)に勝原一九頭竜湖が開通した。また，北陸道は ， 花堂から幸橋を渡って市街中心部に入るよ
うに改修きれ， 直線化きれるなど， 主要道路の改良が進んだ。こう した鉄道，郊外電車の発達によ っ
て，駅前商業地区の性格が明確化する。ここ は， 明治期には公官庁や公共施設が配置きれていたが，
電車網の完成に伴う煩雑きを避けて公共施設が転出 し， その跡地に， 百貨店， ホテル， 観劇場などが
進出 していった。この結果，かつて福井の経済中心であった呉服町などの商店街の地位が， 次第に下
カfることにもなった。





明治期末の市街地周辺部の土地利用を見ると(図 1 ) ，河川の蛇行と水田の卓越が目立つ。 足羽川以
南東部の水団地帯は， 道路や畦畔の形状などから伺えるように，古代には条里地割が施行され，東大
く そ !! えんざんにし なかふ口し ま
寺荘園糞置荘のあったところである。 北東部では固山西村から中藤島村にかけて，東西方向の広葉樹
の縦列が幾本も認められるが，これは収穫した稲の干し場(ハサ場)に利用きれたハンの木の列であ
ひの が わ ちもり
る 。 足羽川 と日野川の合流点付近の両河川 に挟まれた一帯は，東大寺荘園道守荘の置かれたところと
きつねがわ
されている。両河川 ならびに ， 足羽川に南から流入する小河川 (狐 J 11 ) に沿った自然堤防上には畑が
広がっている。日野川の自然堤防上には桑畑が多い。





現在はこれが本流となり，水越から狐口までは埋め立てられて住宅地と変わっ ている 。 また，そのや
や上流にある蛇行部分は，短絡水路でつながれ，かつて湾曲流路で固まれていた部分には，競輪場ゃ
あそうずがわ晶さむっ とうぱた住宅地が建設きれた。 氾濫の多か っ た浅水J1 (現朝六川)では， 1924年(大正13年) ，上流の下河端から




いた流路の改修が行われた(写真 1 ， 2) 。
現在の地形図(図 2 )を見ると ， 全般的に河川の屈曲が減り，流路がなめらかになっ ている。護岸
工事も十分に施きれ，水防がよく考慮されている 。 1909年(明治42年)には， 足羽川 だけでなく日野川
も著しく蛇行 している 。 大雨の度に洪水が発生したであろうと推測される 。 道路網や用排水路もほぼ
直線的に整備されている。狐橋から下流の現狐川 は足羽川の直繰化により足羽川 としては不要になっ
た旧足羽川である(写真 3 ) 。
あ わ ら た わ らまち道路では，特に変化が目立つのは芦原街道である 。 明治42年には，福井の街は田原町までであり，
その北部は湿団地帯となっ ていた。 その聞を芦原街道が蛇行しながら北上していた。 鉄道や道路網の
発達や郊外地区での宅地開発や諸施設の立地も顕著である 。 この百年の郊外地区における変化の特徴
を，直線化と新規施設の配置と 表現できょう。
3. 戦災 と震災か らの復興
城下町の町並みを踏襲した福井市街を一変させたのは，空襲と福井地震とであっ た 。 1945年(昭和
20年) 7 月， B29の空襲を受け，福井市の市街地の95%は破壊きれ，一夜にして焼け野原とな っ た。
復興事業に着手したとたん， 1948年(昭和23年) 6 月，今度は， 大震災に見舞われ， ふたたぴ焼け野
原にな っ た。市内の死者は約千人，負傷者は約 1 万人， 震災前の戸数の約 9 割が被災した。 1995年(平
成 7 年) 1 月の阪神淡路大震災の発生まで，福井地震は ， 戦後の日本て最大規模の地震被害をもたら






































































次に ， 自然の改変は何をもたらしただろうか。本来， 山岳部を流れてきた河川は平野部に入ると，
急激に流速が遅くなり，蛇行を始める。そのため， 大雨の度に洪水を起こす。九頭竜川水系で、も同様
である 。 1881年(明治14年)， 1885年(同18年) ， 1888年(同21年) ， 1895年(同28年)， 1896年(同29
年)， 1899年(同32年)と 立て続けに現福井市付近は洪水に襲われた。 とくに 1895年と 1896年の足羽川
の堤防決壊による洪水は，図 l に示した足羽川の流域よりやや上流の一帯で大災害を引き起こした。
そのため1900年 (明治33年)から 1912年 (明治45年)にかけて改修工事が行われた。 明治42年測図の









行われる 。 “蛍の宿は川端ゃなぎ…"，“小ブナ釣りし彼の川 …"が失われ，さらに，川で遊ぶ経験を持
たない子どもが増えていく。これからは「親水空間の確保」も河川改修の重要な目標のーっとなろう。
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